
　

12
月
20
日
に
終
わ
っ
た
12
月
定
例
会
議
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
最
大
の
関
心
は
、〝
連

節
バ
ス
購
入
議
案
〞
で
し
た
。
議
案
が
付
託
さ
れ
た
の
は
、
議
員
団
の
小
山
哲
夫
議
員

が
常
任
委
員
長
を
し
て
い
る
総
務
常
任
委
員
会
で
す
。

　

総
務
常
任
委
員
会
で
の
審
査
は
、
３
時
間
30
分
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

連
節
バ
ス
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
自
治
協
議

会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協
議
会
な
ど
か
ら
反
対

の
要
望
が
市
長
に
出
さ
れ
、
購
入
中
止
を
求
め

る
署
名
は
１
万
６
千
人
を
超
え
、
市
民
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
は
、
住
民
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
に
応
え
る
た

め
に
も
〝
連
節
バ
ス
購
入
議
案
〞
の
充
実
し
た

委
員
会
審
査
に
向
け
て
、
小
山
哲
夫
常
任
委
員

長
は
、
総
務
常
任
委
員
会
所
属
委
員
の
意
見
も

伺
い
な
が
ら
、
５
点
（
左
下
表
を
参
照
）
を
提

起
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
実
現
し
た
の
は
①
の
有
志
議

員
の
呼
び
か
け
に
よ
る
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
、
連
節
バ
ス

導
入
に
関
す
る
こ
の
間
の
経
緯
」
に
つ
い
て
の

勉
強
会
と
⑤
の
審
査
当
日
の
所
管
課
（
新
交
通

推
進
課
、
都
市
交
通
政
策
課
）
の
出
席
要
請
で

し
た
。

　

12
月
２
日
の
「
勉
強
会
」
に
は
、
所
属
委
員

会
や
会
派
の
違
い
を
超
え
て
20
名
を
超
え
る
議

員
が
出
席
。
審
査
日
当
日
に
は
、
担
当
副
市
長

の
若
林
氏
に
も
出
席
を
求
め
る
事
態
に
な
り
ま

し
た
。

　

審
査
日
当
日
の
13
日
は
、
傍
聴
席
も
満
席
。

午
後
に
は
、
委
員
会
審
査
が
終
わ
っ
た
議
員
も

傍
聴
に
来
て
い
ま
す
。
審
査
で
は
、
連
節
バ
ス

購
入
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
新
潟
交
通

と
の
運
行
協
定
、
こ
の
間
の
市
民
説
明
の
内
容

や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
中
心
部
の
活
性
化
、

費
用
対
効
果
、
２
月
議
会
で
の
附
帯
決
議
な
ど

な
ど
、
多
様
な
視
点
か
ら
の
質
疑
が
続
き
ま
し

た
。

　

委
員
会
採
決
で
は
、
賛
成
７
人
、
反
対
５
人

で
可
決
。
１
人
反
対
に
回
れ
ば
、
委
員
長
採
決

と
な
る
と
い
う
僅
差
で
の
可
決
で
す
。

　

賛
成
の
議
員
も
「
今
後
も
市
民
説
明
を
」「
総

合
的
な
公
共
交
通
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示

す
こ
と
」「
反
対
意
見
も
多
く
あ
る
こ
と
も
事
実
」

「
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
各
区
で
十
分
議
論
を
」

「
市
民
理
解
が
不
十
分
」
な
ど
の
意
見
を
述
べ
て

の
賛
成
で
し
た
。

連
節
バ
ス
購
入
議
案

委
員
会
審
査
３
時
間
30
分

賛
成
議
員
か
ら
も
意
見
続
出

総
務
常
任
委
員
会
僅
差
で
可
決

小山哲夫常任委員長の提案

❶　新交通推進課・都市交通政策課から「ＢＲＴ、連節バス導入に関するこの間の経過について」
説明を受ける。
❷　監査委員会から、「オンブズマンから提出された住民監査請求の内容と結論について」説明
を受ける。
❸　オンブズマンから「住民訴訟の内容について」参考人としてお話いただく。
❹　環境建設常任委員会との連合審査。
❺　総務常任委員会審査に、新交通推進課・都市交通政策課へ出席要請する。

小
山
哲
夫


